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要旨 ： 含浸材 は，塗膜材料 と比較 して，水分や塩化物イ オ ン 等 の 塩害に おける劣化因子の 遮断性 は 劣 る もの

の ，コ ン ク リ
ー

ト内部 の 水分 を逸散 させ ，コ ン ク リ
ー

ト内部を乾燥状態に保つ こ とに よる鉄筋腐食抑制効果

が期待 され て い る 。 本研 究 で は，厳 しい 塩害環境下 と され る新潟県親不知 地区の 海岸 に おい て暴露試験を行

い ，
コ ン ク リートの含水状態 、 塩化物イ オ ン 量 ， 水セ メ ン ト比 を要因 と して電気化学的測定結果 に 基づ き，

含浸処 理 後 の 腐食性状 に つ い て 検討を行 っ た。そ の 結果，腐食発生 限 界塩化物イ オ ン 量 よ りも多 い 塩化物イ

オ ン を含有す る コ ン ク リートにお い て も， 含浸材の 発水効果 に よ り腐食を抑制する こ とが 可能 で あ っ た。
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1．はじめ に

　 コ ン ク リ
ー

ト構造物 の 代表的な劣化 要 因 の
一

っ に 塩

害に よ る鉄筋腐食が 挙げられ る 。 塩害対策と して こ れ ま

で 様々 な 研 究 が 行わ れ．標準的な対策還 定 ・工 法 は確 立

され っ っ あ る
1）。しか し，海洋 に 囲ま れ た 地 理 的条 件 に

あり，膨大な数の a ン ク リ
ー

ト構造物を抱える我が国の

実情に お い て は、塩害劣化 した構 造 物 全て を
一
度に 高い

補修水 準 で 対策 を行 うこ とに は ，経済的 に 限界が 生 じる 。

そ の た め，暫定的な 対策や 残存供用期間ま で に 最低限度

の 補修を実施す る こ と も，対策 の
一

つ と し て 位置づ け ら

れ る。

　 こ れまでの 塩害対策 で は鉄筋腐食の 劣化要因 で ある

塩 化 物 イ オ ン ，水 分 の 遮 蔽 とい う観 点 か らエ ポ キ シ 樹 脂

に 代表され る塗膜材料 に よ る表面処理が 用い られ て きた。

こ れに 対 して，シ ラ ン に 代表され る浸透性 吸水防止 材（以

下，含浸材とする ）は，他 の 塗膜材料 と比較して，水分や

塩化物イ オ ン等の 遮断性 で は劣る もの の ，内部水 分 の 逸

散 に よっ て コ ン ク リート表 面部 （か ぶ り 10cm 程度） を

乾燥状態に 保っ こ と が 可能 で ある
2）。ま た，塗膜材料 と

比 較 して施エ コ ス トが 安価 で あり，補修後の コ ン クリ
ー

ト構造物の 外観を変えず，さらに は 再補修 が 容易で ある

など，補修後の 維持管理性 に優れ，鉄筋腐食抑制対 策材

料と して の 利用が期待され て い る
3）。

　含浸材 を塗布 した コ ン ク リ
ー

トは 海洋環境 下 に お い

て，遮塩効果ならび に 水分制御効果を i5年持続 し，鉄筋

の 雷気 化 学的測定か らも腐食 が抑制 され て い る と され て

い る
4〕

。 ま た，近年開発され た シ ラ ン
・シ ロ キ サ ン 系含

浸材 は，塩分浸透試 験 にお い て 優れ た塩化物イ オ ン の 遮

断性 を有す る こ とが 報告 され て い る 9 。

　
一

方，多量の 塩分を含ん でい る場合 は，含浸材の 適用

に よる鉄筋腐食 の 長期に わた る抑制 は期待で きない 場合

や，早 期 に お け る含浸材の 処 理 効果 が低減 した場 合 も報

告され てい る
OP・D。した が っ て，含浸材 を塩害対策 と し

て 用 い るに は，その 適用範囲を明 らか に するとともに，

適用後 の 経年的な処 理 効果に つ い て も明らか に す る必 要

がある。

　本 研 究 で は，過酷な塩害環境下で あ る 親 不 知 海岸に お

い て 暴露試 験を行 い ，含浸材の 適用 に よる含水状態 の 変

化，内在塩化物イオ ン 量，飛来塩分 に よる塩化物イ オ ン

の 浸 透な どが 鉄筋腐食挙動（腐食発 生，進展 ）に 与え る影

響を暴露初期 の 結果に 基づ き検討す る こ と と した。

2，実験概婆

2，1 使用材料および配 合

　Cl｝コ ンク リート

　セ メ ン トと し て 普通 ボ ル トラ ン ドセ メ ン ト（密度 ；

3．16鉾 m3 ）を用 い た。細骨材 と して 手取川産 の 骨材 （密

度 ：2．629teru3，吸水率 ： 1．33°1・）を用 い ，粗骨材 と し て 手

取川産の 骨材（密度 ：2．619icm3，吸水率 ： 1．91％ ，　 Gma ：

2〔  ｝を用い た。所定の 内在塩化 物イオン 量とす る ため，

塩化物 と して NaCl を用 い ，細骨材置換 と した 。
コ ン ク

リートの 示 方配 合 を 表一1に示 す 。

　｛2｝含漫材

　耐久性 の 改善 や 性能 の 向 上を 目的 と して 近 年 開 発 さ

れた，浸透性 に優れ たシ ラ ン 系 と揮発 性 の 低 い 高分子 量

の シ ロ キサ ン 系 を 混合 した 市 販の シ ラ ン ・シ ロ キ サ ン 系

含浸材
en
を用い た。含浸材は実施工 における標準施工 量

の 20091m2 を適用 した。
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表
一1 示 方配 合
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表
一2 実験要因衰

wo   かぶ り（  ） 表面 処理 cr（　 m3 ）

55 3 無処理 o
含漫処理 00

無処理
o．71
，522

55 3
0

含浸 処理
0．71
．522

2．2 実験纂因

　（1）水 セ メ ン ト比

　風 化 等 の 劣化を受 け て 晶 質 が 低下 し て い る既設構造

物 を想定 した若干高めの 65％ と ， 新設構造物を想定した

55％ の 2 種類 の 水セ メ ン ト比 を設定 した。

　（2）塩化物 イオ ン 量

　含浸材の 適用 の 可否 を判断す る に は，既 に 塩化 物イ オ

ン を含む コ ン ク リート構造物 に お ける，適用 後 の 腐食挙

動 を把握する必要がある e そ こ で，腐食発生限界量 の

1．2kg／mi を基準 と して O，0．7，15 お よび 2．2kgfm3の 4 水

準 を用意 した。

　（3，カ、δミり

　か ぶ りが 不十分 と され る場 合 に お い て は，乾湿 の 影響

を 受 け やす く，腐食お よ び それ に伴 う，はく離 ・はく落

が 生 じやすい との 報告 が あ る
9）。そ こ で ，かぷ り不足に

よ る影響が 顕著 とな る閾 値の 3cm を か ぷ り 厚とした
。 実

験要因を 表一2に 示 す。

2．3 供試体 の作製

　 コ ン ク リート供試体 は 鉄筋腐食測定用 の 大型供試体

と質量測定用 の 小型供試体の 2 種類を用意 した。なお，

小型供試体 に お い て も鉄筋腐食測 定 を可 能 と し．測 定 を

行 っ た が、鉄筋腐食に っ い て は 大 型供試体の 測定結果 を

考察の 対象 とした。

　小 型 供 試 体 は 100× 100x20 （）mm の コ ン ク リート供試

体 と した 。 打設 1 日後，密封養生を 5 日間行 っ た e さら

に，十 分な含浸 が 得 られ る よ う供試 体 を約 1 ヶ 月間乾燥

させ た （表面 水分率 5．5％程度）。乾燥後，検討処 理 面 （打

設底面）に含浸材を塗布 し，含浸材の 養生 と して ，2 週間

室 内 で 静置 し た
。 検討処 理 面 以外は，水分や塩化物イオ

ン の 侵入を防 ぐた め，エ ポキ シ樹脂による 表面処理 を施

した。

表面

322

鹸
　 　 　 　 　 　 　 　322

　　 露方 向 （海 側 ） 単位 （  D

図一1 大 型 供試体概要図

枠

　大 型 供 試 体 は 永久型枠 （ポ リマ ー含浸 コ ン ク リート）

を用い ，検討面以外か らの 塩分，水分等 の 浸 入 を 防 止 し

た。供試体外寸は 322x322 × 302  の コ ン 列 一
ト供

試体 とし，直径 9  の 燦 （SR235 ）を所定 の か 勘 の 位

置に 埋 設 した。鉄筋は，供試体側 面 付近お よ び 供試 体中

央 に 計 2本埋 設 し，測定用端子 と して 耐候性 の コ
ー

ドを

取 り付けた。養生期間お よび 乾燥期間は 小型供試体 と同

様 と し た。大型供 試体 の 概 要 を図
一1に 示 す。

2，4 暴露環境

　干満帯な ど常時水分 の 影響 を受ける場合に は，含浸材

の 水 分 制 御効 果は 十分 に 発揮 で きな い もの と考えられる。

含浸材の 適用が 検討 され る環境条件 と して ， 波浪を直接

受けない もの の ，飛 沫あ るい は 飛来墳分 の 大 きい 塩害地

域 と想定 した 。 そ こ で ，飛来壇分量 の 多い 厳しい 塩害地

域と され る新潟県親不知地区を暴露地域に選 定し，直接

波浪な どの 影響は 受 け ない 条件にお い て 供試体を暴露 し

た。

2，5 測定項目

　〔1）自然電位 ・分極抵抗

　自然電位測定 お よび交流イ ン ピーダ ン ス 法
iの

に よ る

分極抵抗測定を行 っ た。電気化学的測定 には 携帯 型腐食

診 断機 く照合電極 ：銀！飽和塩化銀電極）を用い た 。 鉄筋を

試料極 と して，10Hz と 20mH2 の 2 周波数の 交流イ ン ピ

ーダ ン ス 値か ら見か けの 分極抵抗を求め ， こ れ に鉄筋表

面積をか けた もの を分極抵抗 Rp （Ωcm2 ）と し た。また，
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分極抵抗と反 比例関係 に あるとされる腐食速度 Icorrを

K ＝26mV を用 い て 算 出 した （lcorr＝ KVRp ： （ILAfcm2》）。

　（2｝供試体質量

　小 型供試体質量を感量 O．lg の は か りで 測定し た。質量

は電気化学的測定を行 う直前に 測定した。 質量変化 を暴

露開始時の 供試体質量で 除 し，質量増加 を正 と して 百 分

率で 表 した もの を質量変化率と した 。

3．結果およ び考察

3，1 含漫処理による水分制御効果

　 含浸 処 理 に よる 水分制御効果 は，質量測定が可能な小

型供試体の み に つ き検討 した 。 大型供試体 で は ， 内部 水

分移動 の 影響を受け るため ， 小 型供試体と は実際 の 含水

率 が異なる と考え られ る もの の ，短期間の か ぶ り近傍 に

お い て は ， 水分制御効果は 同様 に発揮 され て い る と仮定

した 。

　（1｝含漫材の 水分制御効果

　小型供試体の 質量変化率 （質量増加 を正 とす る〉の 経時

変化を図一2 に 示 す。無処 理 の もの は，降雨 とその 後 の

乾 燥 な どに よる質 量 変動 は あ る もの の ，塩化物イ オ ン 量

に か か わらず，全体 と して 外部 か らの 吸水 に よ り質量 増

加 の 傾 向 を 示 した。こ れ に 対 して ，含浸処 理 され た もの

で は，塩化物イ オ ン 量にかかわ らず，含浸材 の 水分制御

効果に より内部水分が逸散 され，質量 減少 の 傾向 を示 し

た。

　また ，無処理 の もの で は，塩 化 物イ オ ン 量 が多い もの

ほ ど質量増加は若干大きくなっ た。また，含浸処理 され

た もの にお い て も，含浸材 の 水分逸散効果によっ て 質量

は減少 した もの の ，内在塩化物イ オ ン 量が 多い ほ ど質量

減少 は 若干 小 さ く な っ た。塩化物イ オ ン 量 の 影響が認 め

られ，塩化物イ オ ン 量が多い もの ほ ど，湿分を吸収 しや

すくな っ た ためと考えられ る。

　〔2）水セ メ ン ト比 の影響

　水セ メ ン ト比 が 異なる小型供試体の 質量変化率の 経時

変化（塩化物イ オ ン 無混入 ）を図
一3 に 示す。水セ メ ン ト

比 に か か わ らず，無処理の もの に お い て は 吸水 と乾燥 の

繰返 しに よ る質量 の 増減 は あ る もの の ，暴露初期か らの

質量 は 増加 した。それに 対 して ，含浸処理 された もの は ，

水セ メ ン ト比 にか か わらず ， 水分逸散効果に よ っ て質量

は 減少 した。い ずれ の 水セ メ ン ト比 に お い て も含浸処理

の 水分制御効果が 発揮されたもの と考えられ る 。

　無処理の もの に おい て は ，水セ メ ン ト比 が高い もの ほ

ど質量増加 は 若干 大 き くな っ た 。 水 セ メン ト比 が 低い も

の は，コ ン ク リートの 緻密性が 高い た め，吸水性が 小 さ

くな り，水セ メ ン ト比 が高い もの よ り外部 か ら水分が 入

りに くか っ た た め と考 え られ る。一
方，含浸処理 され た

もの は，水セ メ ン ト比が 高い もの ほ ど，質量減 少 は 若干

　　塩化物イオン量（ksVm3）
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図 一3 質 量 変化 率 の 経 時変化 （水セ メ ン ト比）
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大 き くな っ た。両者の 暴露時 の 含水量に は大 きな差がな

か っ た た め，緻密性 の 高い ，水セ メ ン ト比の 低 い もの で

は．乾燥 が 若干遅くなっ た もの と考えられ る。
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図一5　自然電位 に よ る含漫処理 効果

3．2 含浸材の 腐食抑制効果

　電気化学的手 法 を用 い て ， 含浸材 の 腐食抑制効果 に つ

い て検討す る こ と と した 。 自然電位 お よび 暴露後の経時

変化 に つ い て は ，塩化物 の 腐食発 生 限界量 を境に，大 き

く二 っ に 分類 され た。暴露後の 推移 に っ い て は，塩化物

イオン 無混入 の もの と，腐食発 生限界量以 上 の 2．2kg／m3

の み の 結果 を考察 の 対 象 と した。なお ，暴露 150 日程度

（材齢約半年） ま で は 水和の 影響 もあ るもの の ， そ れ 以

降 で は そ の 影 響 は 小 さい もの と して 考察 を行 っ た。

　（t）自然 1 位

　腐食 の 判定に は ASTM 　C　8761i）の 判定基準を用い た。

なお，ASTM 規格は，照合電極 と して 飽和硫酸銅電極を

用 い た もの で ある が
， 本研究で 用 い た飽和塩化銀電極 に

換算し，判定 した。

　a ）含漫処 理 効果

　大型供試体の 自然電位の 経時変化を図
一4 に 示 す。塩

化 物イ オ ン の 有無 に か か わ らず，無処理 の もの で は 夏季

ま で 貴な方向に推移 し，夏季以降は 卑な電位 に推移 した 。

これ に対 して ，含浸処理 され た もの で は，暴露 日数 の 経

過 と と もに 電位 は 貴な方向に 推移 し，含浸材 の 水分制御

効 果 に よ っ て腐食 しに くい 状 態 に移 行 した と考 え られ る。

　大型供試体の 夏季と冬季 での 自然電位 に お ける 含浸処

理 効果 を図
一5 に 示 す。夏季 で は，処 理 の 有無 に か か わ

らず，塩化物イ オ ン 量が 多い もの ほ ど，自然電位は卑な

電 位 を示 した 。 暴 露 期 間 の 短い 夏季 で は ， 含浸材 の 水 分

逸散効果 は発揮 され て い るもの の ，内 部水 分移動の 影響

を受 け る大 型 供試体 で は小 型供試 体ほ ど含水量の 変化は

少 なく，自然電位に影響す る ま で に は 至 らなか っ た と考

え られ る。

一
方，冬季に おい て は腐食発生 限界塩化物イ

オ ン 量以 上 の 15，2．2kgtin3の 無処理の もの は，夏季よ り

卑 に推移 し ，不 確定領域の 電位を示 した 。 そ れ に 対 して ，

含浸処 理 の もの は 冬季 に お い て も塩化 物 イ オ ン 量 に かか
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　 図
一6 自然 t 位の 経時変化 （水 セ メ ン ト比）

わ らず，概ね 自然電位 は 非腐食領域を示 し，腐食発 生 限

界塩化 物 イ オ ン 量 以 上の もの にお い て は 夏季 よ りも貴な

電位を示 した 。 含浸材の 発水効果に よ り ，
コ ン ク リート

が低含水に 保 たれ ，貴な 自然電位 を 示 し，限 界塩化物イ

オ ン 量以上 の 2．2kglm3の もの も腐食 が 生 じて い ない もの

と考えられ る。

　b）水セ メ ン ト比 の影響

　水セ メ ン ト比 が異なる大型供試体の 自然電位の経時

変化 （塩 化物 イ オ ン 無 混入 ）を 図
一6 に 示 す 。 水 セ メ ン ト

比 お よび 含浸 処 理 の 有 無 に か か わ らず，自然 電位 は 貴な

方向 に推移 した。

　水セ メ ン ト比 の 影響 につ い て は，含浸処理 の 有無 に か

か わ らず 自然電位 は 同程度 の 電位を示 し
， 水セ メ ン ト比

に よ る 自然電位 の 影響 は ほ とん ど認 め られ なか っ た。質

量 変 化 率 に お い て は，水 セ メ ン ト比 に よ り若 干 の 差 は 認

められたもの の ，塩化物イオ ン が含まれ てい ない こ とも

あ り，自然電位 に影響す る ほ どで はな か っ た もの と考え

られる。

　（2）腐食速度

　腐食速度 の 判定基準 は 既往 の 報告
：ηを参考 に し、

0．1μA ’cm2 以 下 は 非腐食領域，1．OSLAIcm2以 上は腐食領域

と した 。

　a）含浸処 理 効果

　大型供試体の 腐食速度の 経時変化を図
一7 に 示す。腐

食発 生 限 界 塩化 物 イ オ ン 量 以 上 の 22kghn3の 無処 理 の も

の で は，暴露 日数 の 経過 と と もに腐食速度は 大 き く な り，

非腐食領域 か ら不確定領域 に移行 した。こ れ に 対 して，

塩化物 イ オ ン 無混入 の 無処 理 もの で は ， 暴露日数が経過

して も腐食速度は
一定の 値を示 した。こ の 段階で の 暴露

期間 は
一
年程度 と短く外部か らの 塩化物 イ オ ン の 侵 入 は

少 な く ， 飛 来塩分に よ る腐食は 発 生 して い ない も の と考

え られ る。一一
方，含浸処 理 され た もの は，内在塩化物イ
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図 一7　腐食速 度 の 経 時 変化

オ ン の 有 無 にか か わ らず ，暴露 日数 の 経過 と と もに 腐食

速度は 小 さくな り，非腐食領域を示 した。塩化物イ オ ン

量が 2、2  1m3の も の に お い て も，含浸材の 発 水 効果 に よ

り，コ ン ク リート内部を乾燥状態に 保つ こ と に よ っ て ，

腐食が 抑制 され て い るもの と考 え られ る。

　 大 型 供試 体 の 夏 季 と冬 季 で の 腐食速度に お け る 含浸処

理 効果を図
一B に 示す。塩化物イオ ン 量の 影響 につ い て

は，含浸処理の 有無にかかわらず，窩食発生限界塩化物

イオ ン 量以 下 の もの は 非腐食領域の 腐食速度を示 し，腐

食は 生 じて い ない と考 え られ る 。

　腐食発 生限 界 量 以 上 の 塩 化 物 イ オ ン を含む もの に つ

い て は ， 夏季に お い て 無 処 理 の もの で は，非腐食領域以

上 の 腐食速度を示 して い るの に対 して，含浸処理され た

もの で は非腐食領域を示 した。暴露期間が 短い 夏季の 時

点 にお い て も含浸処理 に よ る腐食抑制効果が 発揮され て

い る。また，腐食発 生限界塩化物イ オ ン 量以上 の 無 処 理

の もの は 冬 季 の 腐食速度が 夏 季 よ り も若干大 きくな っ た

の に対 し，含浸処理されたもの は腐食速度が小さくなっ

た。無処理 の もの は 暴 露 日数の 経過 に伴 う吸水 に よ っ て

腐食速度 が 大 き くな っ た と考え られ る。 ま た，含浸処 理

され た もの にお い て は含浸材の 発水効果 に よっ て 腐食速

度が 小さ くなっ た もの と考えられ る 。

　b）水 セ メ ン ト比 の影響

　水 セ メ ン ト比 が異な る 大 型供試 体 の 腐食速度の 経時

変化（塩化物 イ オ ン 無混入）を図
一9 示す。無処理の もの

は，水セ メ ン ト比に か か わらず腐食速度 は
一

定の 値を示

した。こ れ に対 して，含浸 処理 され た もの は暴 露 日数 の

経過とと もに腐食速度 は 若干 小 さく なっ た 。 い ずれ の 水

セ メ ン ト比 にお い て も，含浸材の 水分制御効果 に よっ て

腐 食速度が 小 さ くな っ た もの と考 え られ る 。

　無処 理 の もの につ い て は，水セ メ ン ト比 が高い もの は

水セ メ ン ト比 が低 い もの よ り腐食速度が 若干 大 き い 傾 向

が 見 られ た。コ ン ク リ
ー

トの 緻密性 が 低い 水セ メ ン ト比
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一8　腐食速度による含浸処理効果
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　 図
一9 腐食速度の 纈時変化 （水セ メ ン ト比）
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　　　　　　　　　　　 夏季　 　　 　　 冬季

の 大 きい もの は，コ ン ク リート内部の 含水 量 が 若干多い

た め，そ の こ とが 腐 食速度 に わ ず か に 影響 し た もの と考

えられる。

一方，含浸処理 されたもの で は，質量減少に

水セ メ ン ト比 に よる違い は認 め られ なか っ た もの の ，現

段階で は ， 腐食速度に は 水セ メ ン ト比 に よ る顕著な違 い

は現れて い ない もの と考え られ る。した が っ て暴露期間

1 年程度の 段階で は 外部 か らの 塩化物イ オ ン の 侵 入 も少

な く，い ずれ の もの で も腐食は 生 じて い な い た め，水 セ

メ ン ト比 の 影響は 顕著に 現れ なか っ た もの と考 え られ る。

今後 も測定を継続 し，含浸処理および水セ メ ン ト比の 両

者 が 与 え る影響を明 らか に する 必要があ る 。

3，3 コ ン ク リートの 含水状態が腐食速度に 与 え る影響

　小型供試体の 質量変化 率 と大 型供試体の 腐食速度の 相

関を図一10に 示 す。塩化物 イ オ ン 量 にか か わ らず，質量

変化率が 大 き くな るほ ど，腐食速度 は 大きく な っ た。 吸

水を生 じ て コ ン ク リ
ー

ト内部 の 含水 量 が 大 き く な っ た も

の ほ ど，腐食 が進行 しや す くな っ た もの と考 え られ る。

ま た ， 同
一の 質量変化率に おい て も，塩化物イオ ン 量が
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高い もの ほ ど腐食速度 は 大 きい 傾向が 見られた。

　塩化 物 イ オ ン 量 が 22kglm3 の もの に お い て は，無処理

の もの は非腐食領域以 上の 腐食速度 を示 した の に 対 し，

含浸処理された も の は ， 腐食速度が低減されて い た。

　大 型供試体 は 内部水分移動の 影響 を受 け るた め，質量

変 化は 小 型 供試 体 と比 較 し て 少 ない が
， 小 型供 試体 と同

様 に 含浸材 の 発水効果が 発 揮 され ，鉄 筋 か ぶ り部近傍の

含水状態が 低 くな っ た た め腐 食 が抑制 され た もの と 考 え

られ る。

　今回の 検討では，少なくとも暴露期間約 1年 にお い て，

含浸材の 水 分制御効果に よ っ て コ ン ク リ
ー

トは乾燥状態

に保 たれ ， 内在塩化物イ オ ン 量 2  ノm3 程度まで は腐食が

抑制 で き る こ と が 明らか と な っ た 。しか し，温 度 な ど含

水状態 以外 の 腐食要 因 の 影響も受 け る もの と考え られ る。

暴露期間が短期間で あっ た た め，それらに つ い て は 明 ら

か に され て お らず ，今 後の 検討を行 う必要 が ある。

4．ま と め

　本研究の 範囲で は ， 本 来検討 す べ き飛来塩分 の 影響 に

つ い て は暴露初期 （約 1年 ） で は 明らか に するこ とが で

きな か っ た た め，処 理 効果 の 持続性 も含め て今後の 検討

が 必要で あ る。遮塩性を除 く ， 本研 究で行 わ れ た 暴露初

期 に お ける主な結果を以 下 に示 す。

（1） 過酷な塩害環境下 で ある親 不知 海岸に お い て も，含

　　浸処理に よ る発 水効果に よ っ て，無処理の もの より

　　 コ ン ク リートの 含水状態を低 い 状態 に 保 つ こ と が

　　 可 能 で あ っ た。

（2） 塩化物 イ オ ン 量の 多い もの ほ ど，コ ン ク リ
ー

トの 吸

　　湿性が高 ま り含浸材 に よ る水 分逸散を妨 げ る もの

　　の
， 発 水効果は発揮された。

（3） 水 分制御効果 に は 若干の 違 い は認 め られ る もの の ，

　　暴露 1年 に お け る含浸 コ ン ク リートの 水 セ メ ン ト比

　　が 腐食抑制効果 に 与え る影響 は 顕著で な か っ た。

（4） 自然電位 お よび 分極抵抗の 測定結果 か ら，含浸処理

　　に よ る腐食抑制効果が 確認され，含浸処理 に よっ て

　　コ ン ク リー ト内部 を乾燥 させ る こ とに よっ て 塩化

　　物イ オ ン 量 2kglm3 程度 に お い て も腐食抑制 が 可能

　　で あっ た。
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